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Ⅰ．モビリティ研究会の趣旨①
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〇令和６年３月に策定した「女川町地域公共交通計画」において、「みんなで育てる公共交通」を目標に掲げており、交通
事業者や行政に加え、地域住民・企業・地域団体と協力・連携し、将来のまちの姿を見据えた持続可能な公共交通の実
現を目指し、検討する場として「モビリティ研究会」を立ち上げ。
〇モビリティ研究会には、交通だけではなく、福祉や医療のほか、地域振興や教育、観光などの色々な分野に携わる人が参
加。一緒に議論していく中で、各分野の課題解決にも繋げ、「女川町に合った移動」の実現を目指すもの。

女川町地域公共交通計画（抜粋）



Ⅰ．モビリティ研究会の趣旨②
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Ⅱ．これまでの開催経過について①
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・モビリティ研究会の立ち上げにあたり、そのきっかけづくりとして講師をお招きしキックオフ講演会を開催。「これからの女
川町の移動をみんなで考えよう」をテーマに講演いただいたほか、参加いただいた一般町民や幅広い分野の団体に対
しモビリティ研究会で検討していきたいテーマや参加者が抱えている移動に関する課題についてアンケート調査を実施。
・アンケートを取りまとめ、検討したいテーマや課題を分類・整理したうえで、モビリティ研究会において検討することとした。

（アンケート調査の結果）
・モビリティ研究会で検討したいテーマ：①デマンド交通、②自動運転、③シニアカーの活用や買い物支援
・参加者が抱えている移動に関する課題：①タクシー不足、②町民バスの不便さ、③観光客の移動手段

１ モビリティ研究会キックオフ講演会
・日 時 令和７年１月31日（金） 18時から19時30分まで
・場 所 女川町まちなか交流館ホール
・参加者 22名（一般町民、社会福祉協議会、商工会、観光協会、（一社）女川未来会議 出島プロジェクト、（一社）まち

とこ、地域おこし協力隊、役場職員（都市計画、教育、観光、公民連携））
・講 師 早稲田大学スマート社会技術融合研究機構 研究院客員准教授 井原 雄人 様
・内 容 ①講演 これからの女川町の移動についてみんなで考えよう

②自律走行ロボット：cocomoの走行追従体験



Ⅱ．これまでの開催経過について②
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・キックオフ講演会のアンケート結果を基に３つのグループ分けを行い、各グループ毎に①困っている人の量や質の掘り
下げ、②こうあって欲しい、こうなれば良いのではといった理想の状態（ゴール）の共有、③グループ毎の今年度の目標
について話し合いを行った。
・各グループの目指すべきゴールと今年度の目標
Aグループ 「高齢者や買い物弱者に対する移動課題を検討するグループ」
目指すべきゴール：乗りたいときにすぐ乗れるバス・タクシーの仕組みの実現
今 年 度 の 目 標：理想の交通の実現に向けて、具体的な要件を整理
Bグループ 「今の移動手段をもっと便利にしたいグループ」
目指すべきゴール：もっと小回りが利き自由に使え、夜間はタクシーの役割も兼ねるデマンド交通の仕組みの実現
今 年 度 の 目 標：デマンド交通を導入できるかどうかを判断する
Cグループ 「観光客の移動を検討するグループ」
目指すべきゴール：観光客増加に向けた仕組みの実現（先進モビリティの活用や自動運転の導入など含め）
今年度 の 目 標：駅前以外のエリア（離半島部など）の観光を盛り上げるモビリティのアイディア出し

２ 第１回モビリティ研究会
・日 時 令和７年５月28日（水） 18時から19時20分まで（＠女川町生涯学習センター 研修室）
・参加者 21名（社会福祉協議会、（一社）女川未来会議 出島プロジェクト、（一社）まちとこ、地域おこし協力隊、中央

復建コンサルタンツ㈱、佐藤工業㈱、地域医療センター、（一社）女川フィルムコミッション、役場職員
（福祉、介護、教育、観光、公民連携））

・講 師 早稲田大学スマート社会技術融合研究機構 研究院客員准教授 井原 雄人 様
・内 容 ①モビリティ研究会の開催趣旨と今後の進め方、②キックオフ講演会の振り返り、

③移動に関する課題の共有とグループ分け、④グループ毎の話し合いと目標の設定



Ⅱ．これまでの開催経過について③
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・前回のグループ毎に話し合った理想の状態の共有後、現状と理想の状態を埋める方法（解決手段）について検討。
・各グループで出されたアイディア
Aグループ 「高齢者や買い物弱者に対する移動課題を検討するグループ」
〇元気高齢者が引きこもらず外出できるような環境作り
・シニアカー、シーウォークなど１人で移動できるようなモビリティの活用（免許返納者への購入補助など）
・デマンドタクシー（乗合）の運行

Bグループ 「今の移動手段をもっと便利にしたいグループ」
〇町民バスのデマンド導入を前提に検討を進める
・次回以降、バス停の場所・数、担い手、予約方法など具体的な仕組みを検討
・町民が利用しない時間は観光客も利用できるような仕組みも検討

Cグループ 「観光客の移動を検討するグループ」
〇小型モビリティの貸し出し、グリーンスローモビリティの運行
〇宿泊施設で車両を共有し、お客さんを送迎するサービスの導入
〇町民バスの回送車両へ乗車できる仕組みを検討

３ 第２回モビリティ研究会
・日 時 令和７年９月25日（木） 18時から19時30分まで（＠女川町生涯学習センター 研修室）
・参加者 33名（一般町民、社会福祉協議会、（一社）女川未来会議 出島プロジェクト、（一社）まちとこ、地域おこし協

力隊、地域医療センター、商工会、観光協会、水産加工研究会、まちづくり会社、役場職員（福祉、介護、
教育、観光、公民連携））

・講 師 早稲田大学スマート社会技術融合研究機構 研究院客員准教授 井原 雄人 様
・内 容 ①モビリティ研究会の開催趣旨と今後の進め方、②前回の振り返り、③今日の話し合いの進め方、

④グループ毎の話し合い



Ⅱ．これまでの開催経過について④
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・第２回モビリティ研究会の参加者からデマンド交通の現地体験実施について提案があり、今後の研究会での検討に資
するため、南三陸町デマンド交通 SmartGOTOの乗車体験会を実施。体験を通じた感想についてアンケートを実施。
・参加者の感想
〇実際に乗車してみて便利だと感じた。
〇現在よりバス停を多く設置できるのであれば、利用し易くなるのではないか。
〇利用者が不便だと感じている帰りの時間に合わないといった課題にも対応できるのではないか。

５ 町民バス乗降調査の実施
・町民バスの利用実態や利用者の意向等を把握し、今後の再編に向けた検討資料とすることを目的に乗降調査を実施。
・調 査 日 令和７年８月４日（月）～６日（水）、８月２８日（木）・２９日（金）
・調査路線 町民バス６路線（まちなか線【宮ケ崎・浦宿経由 西区行き】、まちなか線【西区・浦宿経由 宮ケ崎行き】、

安住・針浜線、五部浦線、北浦線、出島線）
・調査区間 調査路線の全区間・全便
・対 象 者 調査路線の利用者全員
・調査方法 調査員の調査票配布によるアンケート調査
・調査結果 別添のとおり

４ モビリティ研究会（番外編）
・日 時 令和７年11月４日（火） ９時から14時まで（＠南三陸町さんさん商店街）
・参加者 15名（一般町民、社会福祉協議会、まちづくり会社、役場職員（公民連携））
・内 容 AIを活用したデマンド交通システムの乗車体験



Ⅲ．今後の検討について
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１ 第３回モビリティ研究会
・日 時 令和７年12月２日（火） 18時から19時30分まで（＠女川町生涯学習センター ホール）
・講 師 早稲田大学スマート社会技術融合研究機構 研究院客員准教授 井原 雄人 様
・内 容 第２回までに出されたアイディアについて、より具体的なサービスの設計、実施に向けた体制検討
⇒事業化に向け内部調整や関係機関協議が整ったアイディアから、順次予算化を行う方針

２ 第４回モビリティ研究会
・日 時 令和８年３月中 時間・場所 未定
・講 師 早稲田大学スマート社会技術融合研究機構 研究院客員准教授 井原 雄人 様
・内 容 ①具体的なサービスの設計、実施に向けた体制検討の続き

②今年度の検討結果のまとめ、次年度検討テーマの検討

３ 次年度のモビリティ研究会
・次年度も継続して移動に関する課題解決に向け、官民一体で検討を進め、実現可能なアイディアの実証に向け行政側
で予算化や実施に向けた内部調整を行う。
・福祉や医療のほか、地域振興や観光、教育など、色々な分野に携わる人が連携することで、移動の仕組み作りを通じた
地域課題の解決を図りながら、「女川町に合った移動」の実現により、持続可能な公共交通を目指していく。


